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藤野一雄提出論文内容要旨
 欄内系機能に関する実験的研究,殊に血液焦性ブドウ酷ならびにクエγ酸値に及ぼす影響冗つ
 いてo
 1緒」言
 肝は摘質代謝の中心戯暴であり,わが教室では肝を星細胞を含む網内系機能と,肝細胞機能に
 分離して考察し多くの業績を報告している。そ・こで私は家兎の血中焦性ブドウ酸〔以下焦酸と略記
 す)ならびにクエソ酸慮変動の態度を翻察することによって,糖質代謝に対する欄内系の影響をl
 f嬉し,'さら略種強騰幟与時,および脳踏時,また僻割航測f剤を投与した1専の肝機能
 の影響を検討したのでこxに報告する。
 E実験方、法
 2聴前後の成熟家兎を豆腐柏で1週間飼育後,24時間絶食安静の状態で実験に供した。血中
 塩酸はRiIld-i-Ferrariの方法で,西中クエン酸はMoArd■aの方法で測定した。
 1豆実験成績
 網内系填塞試験には墨汁とCOユ■01丘銀を使用して焦酸の上昇をみ,綱内系機能亢進試験に
 はコγムニγとハイポソを使用してク千γ酸値の上昇をみた。肝機能亢進試験の個々の強肝剤の
 成績は結語に述べる。肝陣1害試験冗は黄燐,クロロホルム・ならびに四塩化炭素を使用し,焦酷
 ならびにクエソ酸両者の著明な上昇を認めた。クロEホルムならびに四塩化炭素の両肝illl憩顎こ強
 肝剤を使用すると,両障害冗よつて起る焦酷ならびにクエγ酸の上昇が或程度まで抑制される。
 N総括ならびに砦按
 焦色唆は網内系を填塞すると上昇するが,肝障害試験の場合にくらべるとその上昇態度が異なり,
 網内系が填塞されてその機能が山番低下すると考えられる時間にほぼ一致して上昇している。網
 内系機能亢進試験では焦酸には～寇した変化がみられなかったが,クエソ酸値は両試験ともに上
 .昇した。網内系を刺激すると』中間代謝に対する影響の～つとして蛋白代謝に影響を与え・
 tranSalniaa七ionによって多くのamiIlo酸がTGA輪行の一部i若しくは焦酸に転化し,
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 そのために肝糖原の合成が増加し,またそれによって一時クエソ酸値が.ヒ昇すると考えられる。
 ブドウ椿にPhe亘obarbi七a]・を併用すると,焦酸の上昇は窪時間まで延長するが,クエソ鹸
 の上昇は1時間で頓挫し,ここに脳幹麻酔剤の影書協みられる。肝機能亢進試影ミに使用した強肝
 剤の申では,網内張機能充進作胴あるものや,何らかの形でアミ.ノ酸と関係するものにクエソ酸
 の上昇作用がみられ,焦酸に近い代謝経路の補酵素には著明な焦酸低下作用がみ.られ,また肝ロ鉦
 流量を増加すると患われるものには→博焦酸を上昇させる作用が認められた。肝障害では焦酸なら
 びにクエン酸値が時間を追って上昇して}しかも同時期的であり,代謝阻害が強く示唆される。
 同じ薬剤をクロロホルム並びに四塩化炭素障害に使用した例では,同じ効果をみたものけ一つも
 なく,両肝傷害の場における'焦1唆ならびにクエソ酸の位置する経路を含めた代謝障害が,異って
 いるた1めと推測さ、れる。
V
結 語
 正常家兎面し中黒酸値は2曙%甫il後で,48時間経過しても余り変化しないが,クエン酸は24
 時間絶食状態て平均Z59"'窪%であり,48時間の経過の中に5"'r%前後にまで低下し,又個休
 による変位が大きい。網内系を嗅墨すると焦酸値は上昇し,刺激するとクエン酸1直は上昇する。
 ブドウ徳は焦酸を低下させ,クエγ酸を上昇させるが,果糖は百者を上昇させる。しかるにこれ
 らの変動はPhenつbarbiτa■によって抑制される。IHl機能亢進試験では,Pro.hepar,
 GluCuron酸}GaUogel17G■uta七hione並びにd.■一Methionineは焦酸を
 低下し,クエγ酸を上昇させるが・G■ycyrrh“.in・Gocarboxyh3eならびにFAD
 は両者を低下させ・またehondroitin硫酸ン0「ot酸ンTh土Oct酸,Yak「i七〇u並
 びに}MethioninGは両者を上昇させる。しかるにPan'じothen酸,ATPならびに
 Dehydroohoユ酸は焦酸を一時上昇させるが,クエソ酸には影響がない。燐,クロロホルム
 並びに四塩化炭素による肝障害ては両者1剣寺続的に上昇する。肝障害後の強肝剤投与試験では,
 肝障害によって起る焦酷ならびにクエソ酸値の上昇がある程度まで抑制される。
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 審査結果の要旨
 欄内糸1幾能に関する実1喰的研究7殊に血液焦†生ブドウ酷ならびにクエ・ソ酸1直に及ぼす影響につ
 いてo
 1緒言
 肝は漕質代謝の中心臓諾であり,肴老の'教室'では肝を星細胞を含む網内系機能と,肝細胞機能に
 分離して考察し多ぐの業績を報告しての秘そごで著者は.家兎の血中焦性ブドウ酸(以下焦酸と略記
 す)ならびにクエン酸値変動の態度を観察することによって7糖質代謝に対する網内系の影響を1
 検査し,さらに各種強肝斉1」投与時,および肝障害時,また.障害肝に強肝剤を投与した時の肝機能
 の影響を検討したのでこxに報告する。
豆実験方法
 2鱈前後の成熟家兎企豆腐1者1白で1週間飼育羨,24時間絶食安静の状態で異験に供した。1哲L中
 塩酸はR土nd・i-Ferrariの方法で,血中クニソ酸はMoArdユeの方法で測定した。
皿実験成績
 網内1系填塞試験には墨汁とCo■■oi己銀を使用して焦酸の上昇をみ,網内系機能亢進試験に
 はコンムニγとハイポソを使用してクエン酸植の上昇をみた。肝機能亢進試験の個々の倒死・剤の
 成績は結語に述べる。肝障害試験には黄燐,クロロホルム,ならびに四塩化炭素を使用しフ'焦酷
 ならびにクエソ酸両者の著明な上昇を認めた。クロロホルムならびに四塩化炭素の両肝障害に強
 肝剤を使用すると,両障害によって起る焦酸ならびにクエソ酸の上昇が或根塵まで抑制される。
 N総括ならひに考按
 焦酸は欄内系を填塞すると上昇するが,肝障害試験の場合にくらべるとその上昇態度が異なり,
 欄内系が填塞されてその機能が一番低下すると考えられる時間にほぼ一致して上昇している。鋼
 内系機能亢進試験では焦酸には一定した変化がみられ左かつたが,クエソ酸値は両試験ともに上
 昇した。欄内系を刺激すると,中間代謝に対する影響の一つとして蛋白代謝に影響を与え,
 tranSamiriationによって多ぐのaminφ酸がTeA輪行の一部若しぐは焦酸に転化し,
 一70一
 そのために肝糖原の合成が増加し,またそれによって一時クエソ酸値が上昇すると考えられる。
 ブドウ糖にPh8nobarbi七a■を併用すると,焦酸の上昇は1時間貸で延長するが,クエソ艘
 の上昇は1時間で頓挫し,ここに脳幹麻酔剤の影響がみられる。肝機能亢進試験に使用した強肝
 剤の中では,網内系機能亢進作用あるものや,何らかの形でアミ.ノ酸と関係するものにクエソ酸
 の上昇作用がみられ,焦酸に近い代謝経路の補酵素には著明な焦酸低下作用がみられ,また肝血
 流量を増加すると患われるものには引時焦酸を上昇させる作用が認められた。肝障害では焦酷なら
 びにク土ソ酸値が時間を遣って上昇L、て,しかも同時期的であウ,代謝1沮害が強く示唆される。
 同じ薬剤をクロロホルム並びに四塘化炭素障害に使閉した例では,同じ効果をみたものは一つも
 なく,両肝傷害の場に.溶け'る焦酷ならびにクエソ酸の位置する経路を含めた代謝障害が,異って
 いるためと推測される。
V
結 語
 正常家兎血中焦酸値は2〃ly%l11}後で,48時間経過しても余り変化しないが,クエソ酸は24
 時間絶食状態て平均Zろ9"11%であり,48時間の経過の中に5"'y%前後にまで低下し,叉個体
 による及位が大きい。綱内系奮真基すると然酸値1二穏二射し,刺激するとクエン酸値は上昇する。
 ブドウ糖は焦酸を低一ドさせ,クエン酸を上昇させるが,網籍は前者を上昇させる。しかるにこれ
 らの変動はPber}ebaτ『bi℃aユによって1印1拙され,る。肝1幾倉旨亢進試1険では,Pro.hepar,
 αエucuron酸,Ga1■Ogen,G■u・七a℃亘ione並びにα1-Me七hionineは焦酸を
 低下し,クエソ鮫を上昇させるが7G■ycyrrh與七.1n,eoca'rboxyユaseならびにFAD
 は両者を低下させ・またGhOロdroi七in硫酸ン0「ot酸,ThiOct酸,Y'akri七〇n並
 びに■一Me℃hionineは両者を上昇させる。しかるにPanむ〇七hen酸,ATPならびに
 Dehy(lrocヤLOコ・酸は焦酸を一→痔上昇浴せるが,クエーソ酸には影i¥:撃がむい。燐,クロロホルム
 並びに四徳化炭素冗よる肝1虻奉書では両者は持続的に.1・謝する。肝障害後の強肝剤没年試験では,
 肝障害によって起る焦酷ならびにクエソ酸値の上昇がある程度まで抑制されることを認めている。
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分な資格があるものと認める。
『刀}
